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1． は じ め に

　  土木研究所寒地 土 木研 究所 寒 地 地 盤 チ ー
ム で は，

2013年 4 月，北 海 道 に分 布 す る土 砂 の う ち 自然 含 水 比

状 態 で 使用 す る こ とが 困難 な材料 を有効利用す る た め の

手引き書 として，「北海道 に お け る不 良土 対策 マ ニ
ュ ア

ル 」（以 降マ ニ ュ ア ル）を 発行 し た 。 こ の マ ニ ュ ア ル は ，

北 海道 で発生 す る不 良土 に 関 して ，技術的な 課題を 解決

する こ と を 目的 と し，不 良土 の 判定，対 策，品 質管理 方

法 に つ い て 分 か りや す く解 説 した もの で あ る。

　 日本 国内にお い て，建設工 事か ら発生 す る土 砂を有効

利用 す る た め の 資料 と して ， 発生 土 利用基準D
， 建設発

生 土 利用技術マ ニ ュ ア ル
2）な どが あ り， こ れ らは ， 発生

土 を ともな う建設事業で 活用されて い る。しか し，発生

土が不 良土で あ る場合の 判定，対策，品質管理 方法 を
一

連 に示 した 技 術 書 は 少 な い
。

マ ニ ュ ア ル で は，北 海道 で

発生 す る土 砂 を 対象 と して い る が，有効利用 の 考 え 方 は，

全国の 建設現場に も十分適応可能 で ある こ とか ら，本 マ

ニ
ュ ア ル につ い て そ の概要を紹介す る。

2． 北海道 にお ける不良土対策の手順

　 マ ニ ュ ア ル で は，不 良土 を地 山掘 削 した ま ま の 自然 含

水 比 状 態で ，盛 土 材料 と して 使用 す る の に 適 さ な い 及 び

盛 土 完成 後何 らか の 変状を 起 こ し 問題 が発生 す る こ と が

予 想 され る土 と定義 して い る。マ ニ ュ アル の適用 範囲 は，

路 体 盛 土 や 河 川 堤 防 な どの
一

般 的 な土 木 工 事 に お け る不

良土 対策と して い る。

　 不 良土 対策の フ ロ ーチ ャ
ー

トを 図
一 1に 示 す。以 下 に，

各段階 に お け る 作業内容を 示す。

　（1） 不 良土 の 判定

　 不 良土 の 判定は ，トラフ ィ カ ビ リテ ィ 試験 に よ る コ
ー

ン 指数
3）に よ り行 う 。

マ ニ ュ ア ル で は，湿 地 ブル ドーザ

の 走行 を 確保で きな い 場合 に不 良土 と判断 し ， q。
≡300

kN ／m2 未満をすべ て 不良土 と して い る。

　   　対 策工 法 の 検討

　 不 良 土 と判 定 され た 場 合 に は，対 策方 法 を検 討 す る。

材料の 性質上，盛土 材 と して 適用で きな い ものや ，対策

の 費用 が大 きすぎる場合は ， 捨土処分 しな け れ ば な らな

い 場 合が あ る。
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　不 良土 対策工 は，大 き く分 け て 水 分の 低 下，粒度調 整

及 び 高密度 が あ る4｝。北 海 道 に お い て は，高密度化 に よ

る方 法 の
一

つ で あ る 固 化材に よ る 改良で 比較的適用事例

が 多い 。こ の 方法は，固化材に よ り土 粒子同士 を結合 さ

せ る こ と に よ り 強度増 加 を 図 る もの で あ る。固化材 を混

合す る こ とか ら，短時間 で確 実に 強度 が期待 で きる が，

投入 す る固化材が比較的高価 で ある。

　（3）　固化材に よる 改良

　北 海 道 で 適用 事 例 の 多 い 固化 材 に よ る 改良手 順 を図
一

2に示 す。
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　  強度 の 目標値の 設定

　 固化材 に よ る改良で は，強度と環境基準の い ずれも満

足 しな け れ ばな らな い
。 強度の 目標値 と環境基準値を次

に示す。

　 ・ 建設機械が走行 で き る強度
一
湿地ブル ドーザ の 走行

　　性 を確 保 で き る コ ー
ソ 指数

　 ・ 盛 土 の 安定性 が 確保 で き る 強度
一7 日養生後の

一
軸

　　圧縮強さ

　 ・環境基準値
一
六 価 ク ロ ム 溶出量0．05mg 〃以 下 6）

　  　室内配合試験

　設定 した 目標値を満足する固化材の 種類 と量を 求め る

た め の 室 内試 験 を行 う。

　固化材 に よる不 良土 改良 は，固 化 材 と不 良土 を 混 合 す

る こ とに より生成される結合物質 に よ っ て ， 土 粒子間の

接着 を 図 っ て土 の 強度を増加させ る方法で あ る。した が

っ て，締固 め度 に よる盛土 の 品質管理を適用で きず，強

度で 管理 しな け れ ば な らな い
。 そ の 管理 基準 は次の とお

りで あ る。

　建設機械 が走行 で きる 強度 を得 る こ との で き る固化材

混 合率が，盛 土 の 安定性を確保 で きる 強度 を得 る 固化材

混合率 よ りも大 きい 場 合 ，転圧 直後の コ ー
ン 指数 を測定

し盛土 の 品質を管 理 す る 。

　その 逆に，盛土の 安定性 を確保 で きる強度 を得 る こ と

の で き る固化材混合率が，建設機械 の走行 で きる 強度 を

得 る固 化 材 混 合 率 よ りも大 きい 場 合 は，盛土 の強度 を
一

軸圧縮強 さで 管理 す る 。

　また，施工 現場の
一

軸圧縮強さの測定 が 困難 で ある こ

とか ら，マ ニ ュ ア ル で は衝撃加速度
6）に よ る 方法 を提案

して い る 。
こ の 方法 は，2014年 3 月，衝撃加速度 に よ

る盛 土 の 品 質管理 方法
一
衝撃 加 速度 に よ り迅 速，簡易，

安 価 に 盛 土 の 品 質 を 管 理 す る方 法
一
と し て，登 録 番号

HK −130011−A で 新 技 術 情 報 提 供 活 用 シ ス テ ム NETIS

に 登録された 。

　   　試験施工

　室内配合試験で 求めた固化材及び固化材混合率を参考

として ，使用 す る機械建設に よ り試験施工 を行う。目標

強度を 満足 で き る固 化材混 合率及 び転圧 回数 を求 め る 。

　   　本施 工

　試験施工 で 決定 し た 固化材混合率 と転圧 回 数 で 盛 土 を

施工 す る。

　   　施工 管理

　盛土 施工 中は，目標 の 強度 を満足 して い る こ とを確認

しな が ら盛 土 作業を 進め る 。

　   固化材に よ る 改良土 を施工 す る た め の 留意点

　固化材に よ る 改良土 は，低温状態 で は発現強度 が低 い

こ とか ら，寒冷 な 地域及 び 時期 に 施工 す る と き は 温度，

周 辺環箋な ど養生条件 に 留意 す る。
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3． マ ニ ュ ア ル で 新 しく紹介 した固化材に よる

　　改良技術

　不 良土を固化材 で 改良する際，不良土 に固化材 を混合

して か ら
一

定期間養生 し固化 し た後，破砕して 締固め可

能 な 材料 で あ る 固化破砕土 とす る方法がある。

　（1） 補強土 壁盛 土 へ の 利用方法
7）

　 不 良土 を 固化材 に よ り改良 した材料 は，内部摩擦角 を

有しな い 材料 で あ る た め，補強土壁 の盛土材 として使用

す る こ とが で きな い。しか し，固化破砕土 とする こ とに

よ り内部摩擦角を有す る材料 とな り，固化材 に よ り改良

し た 材料 を補強土 壁 盛 土 材 と して 使用 で き る 。

　  　固 化材の使用 量を低減する た めの利用方法
8）

　改良 対象の不 良土 の強度 が低 い 場 合，固化材混合直後

に お い て 転圧 に 必要 な 強度 を得 る た め に は，多量 の 固化

材を 混合 しな け れ ば な らな い 。 しか し ， こ の 場合，コ ス

トが高 く，時間経過 に よ り盛土 が必要以上 の強度 とな る 。

固化材を混合 して から転圧する まで の 時間に 余裕 が ある

場 合，固 化破 砕 土 とす る と使 用 す る 固化 材 量 を低 減 で き

る。

　 こ れらの 方法は，い ずれも国土交通省北海道開発局で

施工 した 実績があ る。

4． お わ り に

　北海道 に お け る 不 良土 対策マ ニ ュ ア ル で は，北海道 だ

け で は な く，不 良土 の 判定，対策，品質管理 な ど全 国 で

も適応が 可能な 技術 を 掲載 して お り，ホーム ペ ージ か ら

ダウン ロ ードで き る （http：〃jiban．ceri．go．jp1）。 本 マ ニ

ュ ア ル が，現場で 不良土問題が 生じた と きの対策 の
一

助

と なれば 幸い で あ る。
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